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はじめに

北東アジア海域において現在クリティカルな未確定の領

土境界線問題 (竹島問題を除き)が二つ存在する。いずれ

のケースにおいても海底資源の共同開発協力が重要なキー

ワー ドである。

一つは、東 シナ海のガス田共同開発について日中首脳間

で合意原則が成立 (2008年)し たが、その後、中国漁船の

衝突問題や尖閣国有化問題が発生 したため、事実上交渉は

中断 している。現在水面下では高官 レベルの交渉再開の準

備が続けられているといわれる

が、共同開発の条件構築 (モ デ

ル化)がキーワー ドである。

もう一つは、日口間で北方領

土 (択捉島、国後島、色丹島、

歯舞群島)の返還交渉が進まな

い中で、 2島、 4島返還論に加

え 4島周辺海域を含む「面積二

等分論」カリト公式に論 じられてしヽる。 もしオホーツク海沿
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